















Politeness and consideration expression Corpus making and analysis 
~ Towards the application of a dialogue system that considers 
interpersonal relationships ~ 
 






























































(2009)は図 3-1 のように，大きく 3 つの段階に分けて，発話ストラテジーを捉えている．ま
ずは，このように大雑把に分類し，次に，山岡(2017)の 2 種類の分類を追加することで，ラ























































































② 不一致回避 かもしれない、 のほう、的には、とか
さすが、すごい、お見事、恰幅がいい、健康的、恐れ多くも
① 自賛抑制 まだまだ、そこそこ、一応、自慢じゃないけど
②自己非難 僭越ながら 、 若輩者 、 不束者 、 出来の悪い 、 高い所から
大変ですね 、 よかったですね 、 おつかれさま 、 それな 、 ですよねー
なるほど 、 たしかに 、 まったく 、 もの 、ごもっとも
① 自利大  おかげさまで、ぜひ、～れば幸いです
Ⅰ利益表現




② 自負小 ぜんぜん、大丈夫、喜んで 、ついでに
図 3-2-1 形式分類 山岡(2017) 
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1回 良 0.414 0.276 0.310
2回 悪 0.414 0.276 0.310
3回 良 0.527 0.176 0.297
4回 悪 0.527 0.176 0.297













図 4-1-1 ベイズ更新の結果 
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